
ＮＩＨＵ日中国交正常化４０周年シンポジウム 

 

京都シンポジウム 

「日本と中国：何をどう学び合ってきた――文化と女性の視点から」 

 

１）日時・会場 

 日時：９月２２日（土）午後１時～６時 

 会場：同志社大学今出川キャンパス 明徳館Ｍ２１教室 

    （京都市上京区今出川通烏丸通東入 地下鉄今出川駅すぐ） 

 http://www.doshisha.ac.jp/access/ima_campus.html 

 

２）主催者等 

主催 大学共同利用機構法人ＮＩＨＵ（人間文化研究機構） 

 共催 同志社大学グローバス・スタディーズ研究科 

後援 朝日新聞社 京都新聞社  

 

３) 基調講演 

青木 保氏（国立新美術館館長 前文化庁長官） 

 余 秋雨氏（作家 元上海戯劇学院院長） 

 

４）パネル討論：ふかまる相互依存ふくらむ相互不信――日中の心の「壁」をどう崩すか 

楊 逸氏（芥川賞作家） 王 敏氏（法政大学教授） 

泉 京鹿氏（翻訳家）  原口純子氏（フリーランスライター） 

 

５）時間配分 

１３時００分～１３時１５分 冒頭挨拶など 

１３時１５分～１３時５５分 基調報告その１（４０分） 

１４時００分～１４時４０分 基調報告その２（４０分） 

１４時４０分～１４時５５分     フロアー質疑 

１５時００分～１５時２０分     コーヒーブレイク 

１５時２０分～１７時２０分     パネル・ディスカッション（１２０分） 

１７時２５分～１７時５０分     フロアー質疑 

１７時５０分～１８時００分     閉会挨拶など 

 

６）閉会のまとめ 

天児慧（早稲田大学教授、ＮＩＨＵ現代中国地域研究拠点代表） 


